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水素キャリヤーガスに特化した
GC/MSイオン源と水素利用上の注意点

アジレント・テクノロジー

GC・GC/MS営業部門

加賀美智史
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本日の主な内容
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GC/MSの分析で水素キャリアを使用する場合の注意点

• イオン源における反応

-スペクトルの変化

-特定イオンにおけるテーリング

• メソッド変更時の注意点

-カラムの寸法と注入口圧力

-キャリアガス変更後のシステムの安定化



本日の主な内容

EI GC/MS Instrument Helium to Hydrogen Carrier Gas 
Conversion User Guide (agilent.com)
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水素キャリア使用時の注意点は下記の資料にもまとめられており本日はそのポイントもご紹介します。

GC/MS Hydrogen Safety (agilent.com)

https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/user-guide-coverting-ei-gcms-instruments-5994-2312en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/usermanuals/public/user-manual-gcms-hydrogen-safety-g7003-90053-en-agilent.pdf


イオン源における反応を抑制（HydroInertイオン源）

分析条件の変更
装置状態の改善

イオン源における
反応の抑制
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イオン源における反応を抑制（HydroInertイオン源）
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EPA 8270E 対象化合物 (PAHs)

イオン源における反応を抑制（HydroInertイオン源）

Benzo[b]fluoranthene
Benzo[k]fluoranthene

Benzo[a]pyrene

Benzo(g,h,i)perylene

Indeno[1,2,3-cd]pyrene

Dibenz[a,h]anthracene

第380回 ガスクロマトグラフィー研究懇談会特別講演会 DE54115375

水素
HydroInert

水素
従来のイオン源



イオン源における反応を抑制（HydroInertイオン源）
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水素キャリアガスを使用した場合のエタルフルラリンのアバンダンスが高いイオントップ5

水素キャリアを使用する場合のピークデコンボリューションの改善が期待されます
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イオン源における反応を抑制（HydroInertイオン源）

四塩化炭素
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1,4-ジオキサン
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分析条件の変更やメンテナンスのポイント
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分析条件の変更
装置状態の改善

イオン源における
反応の抑制



キャリアガスを変更する際はカラムの寸法と注入口の圧力に注意します

ポイントは
正しい制御のため、注入口の圧力は2-3psi (14-21 kPa)以上にします。
GCのコンフィグレーションもHeからH2に変更をお願いします。

水素の場合は条件に注意してください。
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水素ガスに変更してすぐの場合は左図の様に

ピーク形状が悪くなったり、感度が悪いことがあります。

原因は様々なことが考えられます。

・メンテナンスでの対応

・十分な安定と焼き出しでの対応

・水素によるMSスペクトルの変化の場合 など

キャリアガスの変更直後はピーク形状が悪い場合があります
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ご静聴ありがとうございました


